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Ⅰ�さあ，受ける授業を登録しよう！�
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1．授業について�
    の予備知識�

2．授業登録の�
　 必需品�

各時限の授業時
間は「90分」です。
この授業時間を

「１コマ」と呼びます。�

掲示についてはP26参照�

授業には，次のようなものがあります。�
●　講　義�
●　演　習�
●　実験・実習�
�
�
�
夏季・冬季休業中，又は通常授業期間中に集中的に開講される講義です。�
開講時期等については，常に掲示を確認してください。�
�
�
授業時間は，次のとおりです。�
�

集中講義とは�

●　各学期始め（４月，９月）に教育支援課工学部チームの窓口で配付します。�
●　科目番号，授業科目名，開講曜日，時限，担当教員名，教室が示されてい
ます。自分の受けようとする授業科目が開講されているか，曜日・時限が
重複していないかを確認してください。�

　　なお，授業時間割発表後，授業時間及び教室が変更される場合があります
ので，常に掲示とＷＥＢで確認してください。�

�
�
�
�
●　受講できる科目，開講年度，単位数，卒業要件など，卒業するために必要
なことが書かれていますのでよく読んでください。卒業まで使用しますの
で大切に保管してください。�

　　なお，在学期間中に変更される場合がありますので，掲示や読替え表で確
認してください。�

�
�
�
�
●　共通教育科目の履修方法が書かれていますので，よく読んで履修登録を行
ってください。�

1．授業時間割表�

2．履修の手引き�

3．共通教育科目履修案内�

第 1 時 限 �

第 2 時 限 �

第 3 時 限 �

第 4 時 限 �

第 5 時 限 �

　8：30～10：00�

10：30～12：00�

12：50～14：20�

14：40～16：10�

16：20～17：50
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●　各学年始め（４月）に教育支援課工学部チームの窓口で配布します。�
●　各科目の授業の目的，スケジュール，教材，授業評価に関わる情報などが
詳しく書かれていますから履修の参考にしてください。�

　　（共通教育シラバスはＷＥＢで確認してください。）�
�
�
�
�
●　履修する科目を記入して，履修登録時に使用してください。�
�
�
�
�
●　卒業までの４年間使用しますので忘れないように保管しておいてください。�
●　履修登録では修学支援システムにログインする際に必要になります。�
�
�
�
�
●　各学期始め（４月，９月）に教育支援課工学部チームの窓口に掲示します。�
●　読替え表の中で「特別指導」となっている授業科目はそこに記載されてい
る教員の指示を受けてください。�

4．授業計画（シラバス）�

5．履修登録ワークシート�

7．読 替 え 表�

6．アカウントとパスワード�

なお，シラバスは修学支
援システムからも閲覧で
きます。�

愛媛大学は，学生の皆さんに優れた情報サービスを提供するため，
「愛媛大学修学支援システム」を導入しています。履修登録，成績
確認，休講・補講のお知らせなど履修に関する様々な手続きをＷＥ
Ｂ上で行えます。�

修学支援システムについて�

読替え表とは�
よみ�か� ひょう�

入学時に受け取った「履
修の手引」（教育課程表）
から，履修しようとする
授業科目名が変更してい
る場合があります。その
ような科目を「読替え科
目」といい，「旧科目名」
と「新科目名」の対応表
を「読替え表」といいま
す。「読替え表」では，「新
科目名」で登録できるよ
う配慮されています。�

注 意 事 項�

●　既に単位を修得した授業科目と同一科目名（読替え科目を含む）の授
業を再度履修することはできません。�

�
●　工学部では，３年次後学期終了までに必要な単位を修得しなければ，
「卒業論文」を履修できません。「履修の手引」に記載されている「卒
業論文履修要件」をよく確認し，３年次後学期終了までに必ず所定の
単位を修得してください。�



4

3．授業登録完了�
　 までの流れ�

共
通
教
育�

抽
　
選�

抽
選
結
果
の�

　
　
　
確
認�

再
登
録�履

修

登

録�

授

業

開

始�

履
修
登
録
修
正�

完
　
　
了�

専
門
教
育�

共通教育については，「共
通教育科目履修案内」を
参照してください。�

（１）履修計画を立てる�

　履修の手引，時間割表，シ
ラバスを確認し履修計画を立
てましょう。１年生前学期は
時間割表とともに配布される
「履修登録ワークシート」を
基に履修登録を行います。�
�
※ここでは機械工学科の「履
修登録ワークシート」を
参考に掲載しています
が，その他の学科につい
ては各学科の「履修登録
ワークシート」を確認し
てください。�

�
　１年生後学期以降は各自�
で履修計画を立てて，履修�
登録を行います。�

（２）修学支援システムへログインする�

　修学支援システムへは，学内のパソコンを利用するために新入学時に大学から配付されるアカウントとパス
ワードを利用してログインします。�
　［ＩＤ］にアカウントを，［パスワード］にパスワードを入力し，［ログイン］をクリックします。�

アカウントとパスワードが不明な場合は学生証を持参し，総合情報メディアセンター窓口で所定の�
手続きを行ってください。�

アカウントとパスワード�
を入力して，［ログイン］�
をクリック� ※パスワードの変更方法は総合情報メディアセンターホームページで

確認してください。�
　総合情報メディアセンターセンタートップ画面→センター計算機利
用［パスワード変更］をクリック。�
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（３）履修登録をする�

【履修登録～抽選まで】�

トップページで，［履修登録］をクリックします。�
履修学期が変わると，履修登録を行う前に本人

宿所情報と保証人情報の確認画面が表示されます。
内容を確認・変更の上，履修登録を行ってください。�

1 時間割形式の履修登録画面が表示されます。�
登録したい曜日・時限の［追加］ボタンをクリ

ックします。�

2

●変更がない場合�
→［履修登録開始］をクリックして②へ�
●変更がある場合�
→［変更］をクリックして内容を修正し
てください。�

保証人情報に変更があった場合は教育支
援課工学部チームで所定の手続きを行っ
てください。�
※保証人データは入学料振込依頼票に記
載されたものを表示しています。表示
内容が保証人と異なる場合は修正をお
願いします。�

履修登録をしない場合は［今学期
は履修しない］をチェックし，［確
認画面へ］をクリックします。�
※履修登録期間中であれば，この
操作を行った後でも履修登録は
可能です。�

●本人宿所情報� ●保証人情報�

初期状態は空白です。必
ず入力をしてください。�

［変更内容を登録する］
クリック�

［変更内容を登録する］
クリック�

修正を行った場合は窓口で所
定の手続きを行ってください。�

［確認画面に進む］クリック�

［追加］クリック�

［履修登録開始］クリック� ［履修登録開始］クリック�

［確認画面に進む］�
クリック�
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時間割一覧が表示されるので，希望する時間割
の［追加］ボタンをクリックします。全て入力

したら履修登録は完了です。�

3

［登録者数］は現在の履修
登録者数を示します。�

［追加］クリック�

［追加］クリック�

［追加］クリック�

［自学科自］クリック�

［教職学芸員科目］
クリック�

【共通教育科目】�
共通教育科目のコマの背景は水色になります。�
共通教育科目で抽選対象となっている科目は，第３希
望まで申請することができます。希望順に時間割を追
加していきます。�
※３つ全てを入力する必要はありません。�

●エラー画面が表示された場合�
　履修対象外の科目や，他学部科目等ｗｅｂからの登
録が許可されていない科目を登録しようとすると以下
のようなメッセージが表示され，追加できません。�
�
�
�
�
�
　エラー内容が不明な場合は教育支援課工学部チーム
にお問合せください。�
�
　また，通年科目，抽選で当選となった科目，窓口申請
するなどして特別許可で履修登録された科目はコマの
背景が青色で表示され，履修登録の変更は行えません。�

【自学科，自コース科目】�
［自学科自コース］をクリックすると自学科，自コース科目の
コマの背景は緑色になります。�

履修する時間割を追加します。�

【教職，学芸員科目】�
［教職学芸員］をクリックすると教職，学芸員科目のコマの背
景は緑色になります。�

履修する時間割を追加します。�

第１希望追加時� 第２希望追加時� 第３希望追加時�

他学部，他学科・他コース履修は申請用紙に基づ
き窓口で手続きが行えます。履修希望の方は教育
支援課工学部チームで履修登録期間内に所定の手
続きを行ってください。（Ｐ７参照）�

他学部，他学科・他コース履修登録について�

　抽選後以降の操作やその他の機能については，
ｗｅｂより「修学支援システム利用のてびき」を
参照してください。�

注 意 事 項�

「本人宿所情報」と「保証人情報」に未記入や間
違いがあると，重要なお知らせが届かないことが
ありますので，正確に記入漏れのないようにして
ください。�
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★他学部・他学科・他コースの授業科目を履修するときは…�

・必要事項を記入の上，授業担当教員と学科長の承認印を得て，教育支援課工学部チームに提出してください。�

★放送大学の授業科目を履修するときは…�

放送大学の科目を履修する場合は，出願期間中に「特別聴講学生出願票」を提出してください。�
出願期間前に掲示をしますのでよく確認して出願してください。（Ｐ１０参照）�

● 

他
学
科
・
他
コ
ー
ス
等
授
業
科
目
履
修
願�

● 

他
学
部
授
業
科
目
履
修
願�

● 

放
送
大
学
　
特
別
聴
講
学
生
出
願
票�
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担  当�担  当�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

Ⅱ�単位はいつもらえるの？�
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1．まず，学期末�
　 試験を受ける�

①学期始めにその授業科
目を履修登録している
こと�

②その授業科目の開講時
間数の３分の２以上出
席していること（「欠席
届」P14参照）。�

�

学期末試験受験資格�

（1）学期末試験について�

通常前学期（７月下旬）と後学期（２月上旬）の年２回実施
します。シラバスにも情報があります。�
各科目の試験日は，各授業担当教員から指示があります。�
なお，科目によっては，中間試験が実施されますので，担当
教員の指示に従ってください。�
�
次に挙げる事情によって，学期末試験日に受験できなかった
学生に対しては，追試験を許可する場合があります。�
①病気・負傷�
②二親等以内の親族の危篤又は忌引き�
③就職試験又は大学院入学者選抜試験の受験�
④教育実習�
⑤共通教育関係科目（「初年次科目（新入生セミナー，コース
初歩学習科目を除く）」「基礎科目」「教養科目」）においては，
上記①～④の他，共通教育センター長がやむを得ない事情と
認めるもの�
　専門教育関係科目（「新入生セミナー」「コース初歩学習科目」
「専門基礎科目」「専門科目」）においては，上記①～④の他，
工学部長がやむを得ない事情と認めるもの�

　なお，追試験を受けようとする場合は，なるべく
早く担当窓口で相談（もしくは連絡）し，指示を受
けてください（「追試験願」を受け取り，当該授業
担当教員の承認印を得て提出してください）。�

学期末試験�

追　試　験�

● 「追試験願」（専門教育関係科目用） ●�

共通教育関係科目�

専門教育関係科目�
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（2）受験上の注意�

●　受験に際しては，学生証を持参し，机上に提示しなければなりません。当
日，学生証を忘れた場合は，当該試験開始前に教育支援課工学部チームの
窓口で「仮学生証」の交付を受けてください。なお，学生証又は仮学生証
を提示しない場合は，受験を認められないことがあります。�

�
●　携帯電話及びＰＨＳを持っている人は，試験中一切使用を認めませんので，
電源を切って必ずカバンの中にしまうようにしてください。�

（1）成 績 確 認�

学期始めに，前学期分の「個別成績表」や「成績明細」もしくは修学支援シス
テムの「成績照会」で各自，確認してください。�
履修登録に際しては，各学科の指示に従い，必ず学生生活担当教員又は履修指
導担当教員（Ｐ２４参照）と相談して，間違いのないように手続きをしてください。�
�

（2）成績評価と単位取得�

成績は，学期末試験，授業中に行う試験，レポート等から総合的に評価されます。�
評価は，次のとおりです。�
�

（3）学業成績に関する申立について�

学業成績が通知された後，その成績判定について疑義がある場合，期間を定め，
口頭又は文書により確認の申立てを行う制度があります。�

（3）不正行為について�

受験中，不正行為を行った場合は，当該学期の全学業成績は無効になります。
さらに，無期停学の処分を受けます。�
�

2．成績確認を�
    しよう！�

秀�

優�

良�

可�

不可�

評価しない�

90点以上　100点まで�

80点以上　90点未満�

70点以上　80点未満�

60点以上　70点未満�

60点未満�

授業や試験を受けておらず， 評価できない場合�

●　成績は，各科目につき100点をもって満点とします。�
● 「秀，優，良，可」の場合に単位を取得できます。�
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1. 他大学との�
　 単位互換�

愛媛大学では，他大学と単位互換協定を結び，他大学の授業科目を履修するこ
とができます。�
�
●　松山大学との単位互換�
　　　・松山大学で定められた授業科目を履修することができます。�
　　　・なお，松山大学の検定料，入学料及び授業料は無料です。�
　　　・申請方法等は，次の時期に掲示でお知らせします。�
�
�
�
�
�
●　放送大学との単位互換�
　　　・放送大学で開講するすべての放送及び印刷教材による授業科目のうち，

本学で認めたものを所属学科長の承認印を得て履修することができま
す。�

　　　・なお，放送大学の検定料及び入学料は不要ですが，授業料は必要です。�
　　　・申請方法等は，次の時期に掲示でお知らせします。�
�
�
�
�
�
●　５大学（山形大学，群馬大学，徳島大学，熊本大学，�
　　愛媛大学）との単位互換�
�
　　　・５大学工学部の授業科目を履修することができます。�
　　　・授業料は不徴収ですが，実験・実習等に関する費用を徴収されること

があります。�
　　　・実施予定は，掲示でお知らせします。�
�
�
●　中国・四国国立大学（鳥取大学，島根大学，岡山大学，�
　　広島大学，山口大学，徳島大学，香川大学，愛媛大学）�
　　との単位互換�
�
　　　・８大学９工学部系学部の授業科目を履修することができます。�
　　　・授業料は不徴収ですが，実験・実習等に関する費用は徴収することが

あります。�
　　　・授業科目ごとに人数制限がありますので，必ず受講できるとは限りま

せん。�
　　　・申請方法（受講人数等）については，掲示でお知らせします。�

前　学　期� 3月中旬（授業開始前まで）�

後　学　期� 9月上旬（授業開始前まで）�

前　学　期� 12月上旬�

後　学　期�  6 月下旬�

注意事項�

他大学と単位互換制度で
履修した単位については，
卒業に必要な単位に含ま
れる場合と含まれない場
合がありますので，各学
科の教育課程表（履修の
手引）の脚注でよく確認
してください。�
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工学部では，各学科で３年次前学期にインターンシップ（愛媛大学と企業等間
で行っているもの）を選択科目として開講しています。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
●　インターンシップに行く際は，必ず学研災付帯賠償責任保険（インターン
賠）に加入しなければなりません。教育支援課工学部チームの窓口で手続
きを行ってください。�

�
●　インターンシップを履修する場合は，４月から６月頃行われる「事前指導」
を必ず履修する必要があります。�

�
●　インターンシップの履修方法等については，各学科の担当教員の指示に従

ってください。�
�

2．インターン�
　 シップ�

● インターンシップとは… ●�

インターンシップでは企業等で，実際に実習・研修的な就業体験を行
います。�
そこでの就業体験から�
・実践的技術感覚を身につける。�
・現場で活動する人々と交わり，その成果を卒業研究活動等に生かす。�
・自己の経験を将来の職業選択に役立たせる。　等�
を目的としています。�

・主に大学の授業中，学校行事に参加している間及び学校施設内にいる間に被
った傷害が補償されます。�
・通常，入学時に４年間分の加入手続きを済ませていますが，在籍が４年を超
えた場合は，保険期間が切れますので再度加入をお勧めします。入学時に手
続きをしておらず，その後加入を希望する場合は教育支援課工学部チームの
窓口で手続きを行ってください。�
・補償内容については，加入時に受け取る「学生教育研究災害傷害保険加入者
のしおり」を参考にしてください。�

学生教育研究災害傷害保険（学研災）について�

・授業，学校行事，課外活動として認められたインターンシップ，介護体験活
動，教育実習，ボランティア活動等及びそれらの往復途中で，他人にケガを
させたり，他人の財物を損壊したことにより被る法律上の損害賠償を補償し
ます。�
・学生教育研究災害傷害保険に加入している学生に限り加入できます。�
・インターンシップや教育実習等を履修する場合は，事前に教育支援課工学部
チームの窓口で加入手続きを行ってください。�

学研災付帯賠償責任保険（インターン賠）について�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�
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1．1年間の流れ�

前学期…4月～9月23日�

後学期…9月24日～翌年3月�
１
年
次�

１
〜
４
年
次�

４
年
次�

4月� 5月� 7月�

前
学
期
学
期
末
試
験�

8月・9月�

履
修
登
録�

成
績
確
認�

後
学
期
授
業
時
間
割
発
表�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
3
年
次
）�

夏
季
休
業�

１０月�

履
修
登
録
確
認�

１１月�

学
生
祭�

2月�

後
学
期
学
期
末
試
験�

3月�

履
修
登
録�

成
績
確
認�

前
学
期（
次
年
度
）授
業
時
間
割
発
表�

4月�

履
修
登
録
確
認�

冬
季
休
業�

１２月�
�

１ 月�
〜�

卒
業
式�

卒
業
認
定
者
発
表�

大
学
院
第
二
次
入
学
試
験�

卒
業
論
文
発
表
会�

卒
業
論
文
提
出�

早
期
卒
業
（
応
用
化
学
科
の
み
）�

大
学
院
入
学
試
験�

大
学
院
推
薦
入
学
試
験�

�

卒
業
論
文
履
修
資
格
者
名
簿
発
表�

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス�

入
学
式�
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4．こんな用具が�
    借りられます�

2．在 学 期 間�

3．大切な学生証�

４年間�
ただし，休学，停学が３か月以上にわたる場合は，
その休学・停学期間を自己の在学期間に算入でき
ません。�
�
卒業までの最短在学期間の２倍の年数を超えること
はできません。�
再入学・転入学・転学科・編入学の制度により入学を
許可された場合は，それぞれの場合の在学すべき年
数の２倍に相当する年数を超えることはできません。�

�
（例）第３年次編入学 → 編入学後，本学において在学すべき年数２年×２倍�
　　　　　　　　　　　　＝最長在学期間４年間�
�
�
�
学生証は，本学の学生であることを証明する唯一のものです。�
学期末試験の受験，諸証明書の申請，図書館，メディアセンター，学割，定期
券の購入等すべてにわたり学生証で確認しますので，学生証を常時携帯してく
ださい（有効期間…入学後４年間）。�
�
�
�

学生証を紛失，損傷した場合は手数料１，３００円を用
意し生協組合員サポートデスクで再発行の申請を行
ってください。（Ｐ１５参照）�

�
�
�
　学生支援課（学生サービスステーション）の窓口で，次のような課外活動用
物品の貸し出しを行っています。�
　希望する場合は，窓口で手続きをしてください。事前に予約することもでき
ます。�

紛失したときは，
警察へも届け出
てください。�

応用化学科のみ３年半で卒業できる制度があります。�
履修の手引を確認してください。�卒業までの最短在学期間�

卒業までの最長在学期間�

「学生証再交付願」�

種　　目� 品　　　　　名�
ソフトボール�

バドミントン�

硬式・軟式テニス�

卓 球 �

ソフトバレー�

その他種目のボール�

グローブ，バット，ボール，ベース，キャッチャーマスク�

ラケット，ネット，シャトル�

ラケット，ボール�

ラケット，ネット，ピン球�

ボール，ポールカバー�

バレーボール，バスケットボール，フットサル，ビーチバレー�

〔スポーツ用品〕�

〔キャンピング用品〕�

キャンプテント，シュラフ（寝袋），シュラフマット，枕，ザック，コッフェル（鍋
セット），釜，クーラーボックス，給水器，バーベキューコンロ，両手アルミ鍋，
キャンプ用コンロ，ガスランタン，飯盒�

〔課外活動物品〕�

長机，パイプ椅子，集合テント，ハンドスピーカー，放送設備，マイクスタ
ンド，投光器，懐中電灯，電源コード，暗幕，展示用パネル，ライン引き，
リヤカー，移動式スクリーン�
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5．授業を欠席�
　 する時は…�

授業を欠席する場合は，本人又は代理人（友達・家族）が授業担当教員に無断
欠席でないことを申し出るようにしてください。�
�

　　欠席理由が以下のような場合は欠席届に記入し，理由を証
明できる書類を添付して授業担当教員に提出すると，正当
な理由として取り扱われます。�

　　　　　　　　（１）学校保険法施行規則に定める伝染病による欠席�
　　　　　　　　　　　例：インフルエンザ・はしか等にかかった場合�
　　　　　　　　　　　　　診断書のコピーを添付してください。�
　　　　　　　　（２）親族が死亡した場合�

　会葬のお礼状などのコピーを添付してください。�
（親族によって忌引き日数が決まっています。詳しく
は下表を見てください。）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　（３）自然災害にあった場合�
　　　　　　　　　※その他の理由でも適用される場合がありますので相談し

てください。�

●欠 席 届�

●　住所や連絡先が変更になったとき�
　（１）保証人の住所，連絡先，氏名が変更になったとき�
　　　①修学支援システムの情報を訂正してください。�
　　　②保証書記載事項変更届を提出してください。�
　（２）保証人が替わったとき�
　　　①保証書を再提出してください。�
　（３）自宅，下宿先，帰省先（保証人に関係のない）住所や連絡先が変更に

なったとき�
　　　①修学支援システムの情報を訂正してください。�
　（４）学生本人の氏名が変更になったとき�
　　　①氏名変更届を提出してください。�
　　　②学生証の再交付を受けてください。（Ｐ１３参照）�
●　外国へ旅行・留学するとき�
　（１）出発する前�
　　　①海外渡航届を提出してください。�
　（２）帰国したとき�
　　　①海外渡航帰国届を提出してください。�
●　他大学・他学部を受験する場合�
　（１）願書を提出する前�
　　　①他大学・他学部受験願を提出してください。（Ｐ２０参照）�
　（２）他大学に合格して退学する場合（他学部に合格した時は必要ありません）�
　　　①退学願を提出してください。�
●　休学・退学をしたい場合�
　　　　休学願，退学願を提出してください。（Ｐ１８・１９参照）�

6．各　種　届�

親　族� 日　　　　　数� 備　　　　　考�

配 偶 者�

父　　母�

子�

祖 父 母�

孫�

兄弟姉妹�

７　日�

７　日�

５　日�

３　日�

１　日�

３　日�

（学生が代襲相続し，かつ祭具等
の継承を受ける場合は７日）�

・日数は最長とし，かつ連続する
日とする。�

�
・葬儀のため遠隔の地に赴く場合
にあっては，往復に要する日数
を加えることができる。�
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7．各種証明書�

注 意 事 項�

１．証明書発行用パスワードの設定�
　事前に，修学支援システムでパスワードを設定する必要があります。
メニューの「証明書自動発行機パスワード設定」で登録を行ってください。�
２．連絡先の登録�
　証明書自動発行機で証明書を発行するためには修学支援システムに連
絡先を登録しておく必要があります。未登録の方は，メニューの「学籍
情報照会－本人宿所情報」の［電話番号］または［携帯電話］へ登録を
行ってください。�
３．学生証とパスワードを入力�
　　証明書の発行には学生証と１で設定したパスワードが必要です。�

●　学生サービスステーション東フロア（図書館１階）�
●　医学部本館コンコース�
●　農学部本館入口�

証明書自動発行機設置場所�

証明書の種類� 所要日数� 備　　　考�交付場所（P２６参照）�

調 査 書�

単位取得証明書�

通学証明書�

学生証再交付�
（P13参照）�

相当期間�

数　日�

２　日�

１週間�

大学院を受験する際に必要�
提出先の指定用紙で申し出ること�

各種資格・免許取得のために必要�

バス・電車の定期券購入時に必要�

手数料1，300円�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

生 協 組 合 員�
サポートデスク�

証明書の種類� 発行限度枚数� 問合わせ窓口�

在学証明書�
（日本語版及び英語版）�

卒業（修了）見込証明書�
（日本語版及び英語版）�

成績証明書�
（日本語版及び英語版）�

健康診断証明書�

学校学生生徒�
旅客運賃割引証�

  2枚／１日�

  4枚／１日�

  4枚／１日�

  4枚／１日�

10枚／１年�

　�

教育支援課工学部チーム�

�

総合健康センター　　　�

学生支援課　　　　　　�

自動発行できる証明書�

※限度数を越えて申請が必要な場合は教育支援課工学部チームで相談してくだ�
　さい。�

その他証明書�
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8．資格・免許�

工学部卒業生又は特定学科卒業生に関連のある諸資格のうち，主な資格として次のものがあります。�

教員免許（教育職員免許法）�
�

教員を志願するものは，所定の単位を修得すれば，高

等学校教諭一種免許状が授与されます。�

・応用化学科学生は「理科」�

　情報工学科学生は「情報」  �

・機械工学科・電気電子工学科・環境建設工学科・機

能材料工学科の学生は「工業」の免許となります。�

�

�

技術士（技術士法）�
�

工学部卒業生は，第１次試験（技術士補）の一部を免

除されます。技術士補の業務経験が４年以上又は工学

部卒業後７年以上の業務経験があれば第２次試験（技

術士）を受験することができます。�

（主務官庁　文部科学省）�

�

�

安全管理者（労働安全衛生規則）�
�

工学部卒業生で２年以上産業安全の実務経験がある者

は，安全管理者に就任できます。�

（主務官庁　厚生労働省）�

�

エネルギー管理士�
（エネルギー管理士免状交付規則）�
�

「エネルギーの使用の合理化に関する法律」によりエ

ネルギー多消費の工場・事業所では「エネルギー管理

士」の資格を有する者のうちから一定数の「エネルギ

ー管理者」を選任することが義務づけられています。

「エネルギー管理士」には，熱管理士および電気管理

士があり，資格取得の方法は国家試験に合格するか，

又は，（財）省エネルギーセンターが実施するエネル

ギー管理研修の修了試験に合格するかです。�

国家試験の受験資格には制限はありませんが，免除の

交付には実務経験１年以上が必要となります。また，

卒業後，実務に３年以上従事したものはエネルギー管

理研修（機械工学科・機能材料工学科・応用化学科の

卒業生は熱管理研修，電気電子工学科の卒業生は電気

管理研修）を受けることができ，申請により免状が交

付されます。�

ボイラー技士�
（ボイラー及び圧力容器安全規則）�
�

在学中，ボイラーに関する学科を修め，卒業後ボイラ

ーの取り扱いについて２年以上の実地修習を経た者は，

特級ボイラー技士試験を受験できます。�

また，卒業後ボイラーの取り扱いについて１年以上の

実地修習を経た者は，１級ボイラー技士試験を受験で

きます。　　　　　　　　（主務官庁　厚生労働省）�

�

�
�

第一級陸上無線技術士（電波法）�
�

電気電子工学科の卒業生で在学中に次の関係科目を修

得した者は，卒業の日から３年以内に限り，国家試験

の科目の「無線工学の基礎」を免除されます。�

　■数学（授業時間数１２０時間以上）�

　■物理（授業時間数９０時間以上）�

　■電気磁気学（授業時間数９０時間以上）�

　■半導体及び電子管並びに電子回路の基礎�

　　（授業時間数１５０時間以上）�

　■電気回路（授業時間数１８０時間以上）�

　■電気磁気測定（授業時間数１５０時間以上）�

　■無線工学Ａ（情報通信システムⅡ・Ⅲ）�

　■無線工学（電磁波工学）�

（主務官庁　総務省）�

�

�

第一級陸上特殊無線技士（電波法）�
第一級海上特殊無線技士（電波法）�
�

電気電子工学科の卒業生で在学中に次の科目を修得し

た者は、免許の申請ができます。�

　■応用通信工学�

　■情報通信システムⅡ�

　■情報通信システムⅢ�

　■電磁波工学�

　■電気電子計測�

　■電波及び通信法規�

　■電気電子工学実験Ⅰ�

　■電気電子工学実験Ⅲ�

（主務官庁　総務省）�

�
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電気主任技術者（電気事業法）�
�

電気電子工学科の卒業生で在学中に次の関係科目を修

得し，卒業後５万ボルト以上の電気工作物の工事，維

持又は運用の経験が５年以上の場合は，第１種電気主

任技術者，１万ボルト以上の電気工作物の工事，維持

又は運用の経験が３年以上の場合は，第２種電気主任

技術者免状取得の資格が得られます。�

１．電気理論，電子理論，電気計測及び電子計測に関

するもの�

２．発電所及び発電所の設計及び運転，送電線路及び

配電線路（屋内配線を含む）の設計及び運用並び

に電気材料に関するもの�

３．電気機器，パワーエレクトロニクス，電動機応用，

照明，電熱，電気化学，電気加工，自動制御，メ

カトロニクス並びに電力システムに関する情報伝

送及び処理に関するもの�

４．電気法規（保安に関するものに限る）及び電気施

設管理に関するもの�

（主務官庁　経済産業省）�

�

電気工事士（電気工事法）�
�

電気電子工学科の卒業生で在学中に次の関係項目を修

得した者は，第二種電気工事士の筆記試験が免除され

ます。�

　■電気理論　　■電気計測　　■電気機器�

　■電気材料　　■送 配 電�

　■製　　図（配電図を含むものに限る。）�

　■電気法規　　　　　　（主務官庁　経済産業省）�

�
�

危険物取扱者（消防法）�
�

応用化学科卒業生，あるいは化学に関する授業科目を

１５単位以上修得した者は，甲種危険物取扱者試験を

受験できます。　　　　　　（主務官庁　各都道府県）�

�
�

測量士（測量法）�
�

環境建設工学科卒業生で卒業後１年以上測量に関する

実務に従事した者は，願い出により測量士の資格を受

けることができます。�

環境建設工学科卒業生は，願い出により測量士補の資

格を受けることができます。（主務官庁　国土交通省）�

�

土木施工管理技士（建設業法）�
�

　環境建設工学科（土木工学コース）の卒業生で，卒

業後３年以上の実務経験を有する者は１級土木施工管

理技士試験を，卒業後１年以上の実務経験を有する者

は２級土木施工管理技士試験を受験できます。�

　環境建設工学科（社会デザインコース）の卒業生で，

在学中に所定の科目・単位数を修得し，卒業後３年以

上の実務経験を有する者は１級土木施工管理技士試験

を，卒業後１年以上の実務経験を有する者は２級土木

施工管理技士試験を受験できます。�

（主務官庁　国土交通省）�

�
建設機械施工技士（建設業法）�
�

　環境建設工学科（土木工学コース）の卒業生で，卒

業後３年以上の実務経験を有する者は1級建設機械施

工技士試験を，卒業後１年以上の実務経験を有する者

は２級建設機械施工技士試験を受験できます。�

　環境建設工学科（社会デザインコース）の卒業生で，

在学中に所定の科目・単位数を修得し，卒業後３年以

上の実務経験を有する者は1級建設機械施工技士試験

を，卒業後１年以上の実務経験を有する者は２級建設

機械施工技士試験を受験できます。�

（主務官庁　国土交通省）�

�
�

建築施工管理技士（建設業法）�
�

　環境建設工学科（土木工学コース）の卒業生で，卒

業後３年以上の実務経験を有する者は1級建築施工管

理技士試験を，卒業後1年以上の実務経験を有する者

は2級建築施工管理技士試験を受験できます。�

　環境建設工学科（社会デザインコース）の卒業生で，

在学中に所定の科目・単位数を修得し，卒業後３年以

上の実務経験を有する者は１級建築施工管理技士試験

を，卒業後１年以上の実務経験を有する者は２級建築

施工管理技士試験を受験できます。�

（主務官庁　国土交通省）�

�

�
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1．休　　　学� ●　病気その他やむを得ない理由により２か月以上修学することができない場
合は，休学することができます。�

●　休学期間中は，授業及び試験は受けられません。�
●　期間は１年を超えることができませんが，特別の事情がある場合は，１年
を限度として延長を許可される場合があります。�

●　３か月以上休学した場合は，その期間は修業年限に算入されません。�
●　休学した期間は，在学期間に算入されません。�
　　また，休学した期間は，通算して４年を超えることができません。�
●　休学しようとする者は，事前に必ず保証人及び学生生活担当教員によく相
談してください。教育支援課工学部チームで所定の「休学願」を受け取り，
必要事項を記入し，保証人及び学生生活担当教員の承認印を得て，提出し
てください。�

●　理由が病気・体調不良の場合は医師の診断書を，留学の場合は海外渡航届
を添付して，提出してください。その他の場合は詳細な理由を書いて提出
してください。�

2．復　　　学� ●　休学期間が満了して復学するときは，休学期間満了日までに教育支援課工
学部チームまで「復学届」を提出してください。�

�
●　休学期間中に休学理由が消滅し復学するときは，所定の「復学願」を教育

支援課工学部チームへ提出してください。この場合，復学した月から当該
学期末までの授業料を納付しなければなりません。�

�

休学�
期間�

休学開始日� 授　　業　　料� 備　　　　　考�

３月末までに休学願を提出�

４月末までに休学願を提出�

�

９月23日までに休学願を提出�

10月末までに休学願を提出�

�

３月末までに休学願を提出�

４月末までに休学願を提出�

  4/  1�

  4/  2～  4/30�

  5/  1 以降�

  9/24�

  9/25～10/31�

11/  1 以降�

  4/  1�

  4/  2～  4/30�

  5/  1～  9/23

前学期分全額免除�

１か月分納付（５か月分免除）�

全額納付（免除なし）�

後学期分全額免除�

１か月分納付（５か月分免除）�

全額納付（免除なし）�

前・後学期分全額免除�

１か月分納付（11か月分免除）�

後学期分全額免除�
※前学期分は全額納付（免除なし）�

前
学
期�

後
学
期�

前
・
後
学
期�
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3．退　　　学�
●　退学しようとする者は，事前に必ず保証人及び学生生活担当教員によく相
談してください。教育支援課工学部チームで，所定の「退学願」を受け取
り，必要事項を記入し，保証人及び学生生活担当教員の承認印を得て，提
出してください。�

●　理由が病気・体調不良の場合は医師の診断書を添付して，提出してくださ
い。その他の場合は詳細な理由を書いて提出してください。�

�
�
�
　①　退学を願い出る場合は，必ずその学期の授業料を納付していなければな

りません。�
　　　　　前学期末（９月２３日）退学　－　後学期分授業料は免除�
　　　　　後学期末（３月 末 ）退学　－　次年度前学期分授業料は免除�
　②　学期末（９月・３月）は早めに願い出てください。�
　　　次学期に入るとその学期の授業料（全額）を納付しなければ退学できま

せん。�
�

4．除　　　籍�●　「愛媛大学学則」（第４５条）により，下記事項に該当する場合は，学則に基
づき除籍になります。�

　①　在学期間超過（P１３参照）�
　②　休学期間（４年）を超えてなお復学できない�
　③　長期にわたり行方不明�
　④　授業料納付の義務を怠る�
　⑤　入学料の免除又は徴収猶予を願い出て，免除もしくは徴収猶予が不許可

になった場合又は半額免除が許可になった場合に，納付すべき入学料を
所定の期日までに納付していない�

5．再　入　学�●　「愛媛大学学則」（第３７条）により，再入学を許可されることがあります。�

退学する場合の授業料の取り扱い�
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6．他大学（他�
　 学部）受験� 他大学に入学を志願するとき又は本学の他の学部に改めて入学を志願するとき

は，受験許可を得てください。�
�
●　所定の用紙に，必要事項を記入の上，保証人及び学生生活担当教員の承認
印を得て，教育支援課工学部チームの窓口に提出してください。�

●　手続きが遅れると，出願先の締め切りに間に合わないことがありますので
注意してください。�

「愛媛大学学則」（第４２条）に基づき，留学を許可されることがあります。�
●　国際交流協定締結大学等について�
愛媛大学では，国際間の相互理解と友好親善を増進するために国際交流を
積極的に推進しています。詳細については，「学生生活の手引」を参照し
てください。�

�
●　留学する場合は，海外渡航届（P１４参照）を出して下さい。�

7．留　　　学�

● 「他大学　他学部　受験願」 ●�
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8．転学部・�
　　　転学科�

「愛媛大学学則」（第３９条）及び「工学部における転学部及び転学科に関する
内規」に基づき，転学部・転学科を許可されることがあります。�
�
　�
　・詳細については，各学部（希望転学先）の学務チームに直接問い合わせて
ください（願書等は，希望転学先のものを使用します）。�

�
�
　・転学科の時期は，第２年次以降の学期始めです。�
　・出願方法は，掲示でお知らせします。�
　・転学科を許可された学生の既に修得している授業科目及びその単位の認定
については，工学部の教務学生委員会及び運営委員会を経て決定します。�

�
�
�
�
�
�
　詳細日程については，掲示で確認してください。�

転 学 部�

転 学 科�

�

前学期転学�

後学期転学�

出願方法掲示�

1月下旬�

6月下旬�

願書受付�

2月中旬�

7月初旬�

選考日�

3月中旬�

8月初旬�

結果発表�

3月下旬�

9月中旬�

●「愛媛大学工学部における�
　　転学部及び転学科に関する規程」●�

●「転学科　願書」●�
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1．授業料納付�

2．授業料免除�
　 及び徴収猶予�

授業料納付の期間を過ぎ
ると，本人及び保証人へ
の督促があり，それでも
納付がない場合は，前学
期分については７月１日
付登学停止・８月１日付
除籍，後学期分について
は１月１日付登学停止・
２月１日付除籍となりま
すので，滞納しないよう
に注意してください。�

授業料納付義務�

４月・９月に掲示によって「納入通知」があります。�
授業料は２期に区分し（入学時については１年分納入可），原則として，手続き
をした銀行口座からの自動引落しで納付することになっています。�
�
　授業料引落日�
●　前学期（４月１日～９月２３日）分　　　　４月下旬�
●　後学期（９月２４日～翌年３月３１日）分　　１０月下旬�

授業料の免除及び徴収猶予を希望する場合は，学生支援課で相談してください。�
�
�
下記の条件に該当する場合は，本人の申請に基づき選考の上，原則として１年
分の授業料の全額又は半額を免除されることがあります。�
●　経済的理由によって授業料の納入が困難であり，かつ学業成績が優秀と認
められる者�

●　納付期前６か月以内（新入生については入学前１年以内）に学資負担者が
死亡した者�

●　本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた者�
●　やむを得ない事情があると認められる者�
�
　�
原則として年１回（在学生は３月下旬，新入生は４月上旬）実施します。�
�
�
�
下記の条件に該当する場合は，本人の申請に基づき，当該学期分の授業料の徴
収が猶予されることがあります。�
●　経済的理由によって納付期限までに授業料納付が困難な者�
●　やむを得ない事情があると認められる者�
�
�
年２回前期分（在学生は３月下旬，新入生は４月上旬）と後期分（９月頃）に
実施します。�
�

注 意 事 項�
・引落日は年度によって変更がありますので，掲示で確認してください。�
・引落日の前日までに，必ず引落口座に入金してください。�
・授業料の引落口座の変更がある場合は，教育支援課工学部チームで所定
用紙に記入し，提出してください。�

（1）授 業 料 免 除�

（2）授業料徴収猶予�

授業料徴収猶予申請の受付�

授業料免除申請の受付�
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3．奨　学　金�

本学で取り扱っている奨学金は，主に日本学生支援機構の奨学金です。その他
にも地方公共団体及び民間育英団体の奨学金があります。�
奨学金を希望する場合は，学生支援課の窓口で相談してください。�
�
独立行政法人日本学生支援機構　－　法律に基づき設立された国の育英奨学事

業を行う機関。学業成績が優秀で経済的
理由により修学困難な場合に学資が貸与
されます。�

第一種奨学生　ー　特に優秀であって，経済的理由により著しく修学困難であると認定され
た者に対して貸与される奨学金を「第一種奨学金（無利子）」といい，
これの貸与を受ける者を「第一種奨学生」という。�

第二種奨学生　ー　優秀であって，経済的理由により修学困難であると認定された者に対し
て貸与される奨学金を「第二種奨学金（有利子）」といい，これの貸与
を受ける者を「第二種奨学生」という。�

（年利率３％以内）�

〔予約採用〕�
〔在学採用〕�

〔予約採用〕�
〔在学採用〕�

種　　類�

第一種奨学生�

第二種奨学生�

貸与月額� 申込説明会日程� 備　　　考�

自宅通学�
　 ３ 万円又は�
　4.5万円から�
　選択�
自宅外通学�
　 ３ 万円又は�
　5.1万円から�
　選択�

申込説明会日時等は掲�
示によってお知らせし�
ますが，説明会に出席�
していない学生は，出�
願を認めませんので，�
注意してください。�

4月中旬�

3万，5万，8万，�
10万，12万円から�
選択�

大
　
　
学�

注 意 事 項�
奨学金関係のご案内は，すべて学生支援課掲示板で行います。見落しのな
いよう注意してください。（Ｐ２７参照）�



Ⅶ�困ったときは…�
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1．学生生活�
    担当教員制度�
    を利用しよう�

2．各学科長・�
　 就職指導委員�

　みなさんは，４年間の学生生活の中で，学習や課外活動のこと，経済的な問
題，進路のことなど，多くの悩みに直面するかもしれません。そのような悩み
や疑問等について相談できるよう，学生生活担当教員制度が設けられています。�
　みなさんの所属する学科の教員から担当教員が決まりますので，いつでも気
軽に相談してください。また，休学，退学などの学籍異動をする場合は，学生
生活担当教員の承認印や所見が必要です。�
　また，学科によっては別に，履修指導担当教員を設けている学科もあります。�
�
◆　入学時に配付された「学生生活担当教員表」で，確認し，下表

に記入してください。�
�
�
�
�
�
�
�
◆　学生生活担当教員との交流�
新入生のみなさんが大学生活及び修学の相談等に慣れることを目的として，
オリエンテーション等を行います。これらの行事は，学生生活担当教員と
みなさんとのコミュニケーションの場ともなります。�
�
新入生合宿研修�
大学生活に少し慣れてきた頃（４～６月）に新入生オリエンテーションの
一環として，合宿研修が県内の国民宿舎等で実施されます。学生生活担当
教員と学生が寝食を共にし，交流することにより，今後における個々の学
生生活が充実したものとなることを目的として計画されるものです。実施
内容については，新入生ガイダンスで説明します。�
�

他学部・他学科の授業を受講する際又就職活動の際の必要書類等に，次の教員
の承認印が必要です。�
毎年度交替がありますので，年度始め（４月）には，掲示等で確認し，下表に
記入してください。�

平成２３年度入学�

学　科　名�

学生生活担当教員名�

履修指導担当教員名�

学 生 番 号 �

氏 　 　 名 �

教員部屋番号�

教員部屋番号�

1 年 次 �

2 年 次 �

3 年 次 �

4 年 次 �

学　　科　　長� 就職指導委員�
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3．学生の�
　 相談窓口�

　バリアフリー推進室では，障がいのある学生が有意義な学生生活を過すため
のサポートを行っています。支援については障がい学生と一緒に随時考えてい
きますので，気軽にバリアフリー推進室までお越しください。�
　なお，単位取得及び履修に関するご相談は，共通教育チーム，英語教育セン
ター，工学部チームまでお願いします。�

（2）障がいのある学生の相談窓口�

（1）学生生活の相談窓口�

学生何でも�
　　相談窓口�

ＷＥＢ何でも�
　　相談窓口�

総合健康�
　　センター�

人権問題�
　　相談窓口�

学生支援�
　　センター�

就職支援課�

スタディ・�
ヘルプ・デスク�
（学習支援室）�

学生生活全般�

学生生活全般�

健　康　相　談�

人権問題全般�

学生生活全般�

進路・就職全般�

学　習　相　談�
自習教材の提供�

学生支援課�

総 合 健 康�
セ ン タ ー�

学生支援課�

学 生 支 援�
セ ン タ ー�

就職支援課�

教育企画室�

随　時�

089－927－9099�
nandemo@stu.ehime-u.ac.jp

※「大学のホームページ」を利用してください。�
http://info.ehime-u.ac.jp/�
ewise/soudan/default.asp

089－927－9193�
http://info.ehime-u.ac.jp/kenkou

089－927－8970�
soudan2@stu.ehime-u.ac.jp

089－927－8909�
soudan@csaa.ehime-u.ac.jp

089－927－9164�
ehimejob@stu.ehime-u.ac.jp

089－927－8949

  8：30�

17：00
〜�

  8：30�

17：00
〜�

  8：30�

17：00
〜�

  8：30�

17：00
〜�

  8：30�

17：00

〜�

12：50�

17：50

〜�

相談窓口� 担　当�
時　間�

（土，日，祝日�
を除く）　　�

電話番号�
E-mail/ホームページアドレス�相談内容�

大学生活で�
必要な支援に�
関する相談�

相談内容�相談窓口（場所）� 時　間�
（土，日，祝日を除く）�

連　　絡　　先�

キャンパス�
バリアフリー推進室�
（愛大ミューズ・3階）�

TEL.089－927－8114�
FAX.089－927－9171�
Mail:bfree@stu.ehime-u.ac.jp

  8：30�
�

15：00
〜�



Ⅷ�どこにいけばいいの？�
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1．窓　　　口�

2．掲　　　示�

（対応時間　８：３０～１７：１５）�

窓　　口　　名� 場　　　所� 電 話 番 号�

�

�

工学部　各学科事務室�
�

�

�

教育支援課工学部チーム�

教 育 学 生 支 援 部 �

学生支援課�

教育支援課共通教育チーム�

就 職 支 援 課 �

機 械 工 学 科　本 館 ２ 階 S207号室�

電気電子工学科　２号館５階　507号室�

環境建設工学科　２号館２階　211号室�

機能材料工学科　本 館 ２ 階 S207号室�

応 用 化 学 科　３号館４階　411号室�

情 報 工 学 科　４号館３階　305号室�

学生サービスステーション東側フロア（中央図書館1階）�

学生サービスステーション西側フロア（中央図書館1階）�
�

学生サービスステーション東側フロア（中央図書館1階）�

Ｐ27の「窓口配置図」を参照�

1089－927－9743�

1089－927－9791�

1089－927－9850�

1089－927－9905�

1089－927－8578�

1089－927－9972�

1089－927－9690�

1089－927－9165�

1089－927－8911�

1089－927－9164

みなさんへの通知・連絡事項（休講・教室変更・学生呼出・授業に関すること等）は全て掲示で行います。
必ず掲示板を見るように習慣づけ，見落としのないように注意してください。電話での問い合わせには応じ
られません。なお，電子掲示板の休講情報は，携帯電話からも見ることができます（P３３参照）。�

各
学
科
掲
示
板�

掲　　示　　板� 設　置　場　所�

総合研究棟2　　　中央玄関フロア�

図書館北側，工学部本館1Ｆ�

工学部　2号館　2階210号室学生自習室横�

工学部　2号館　1階110号室向かい・横�

工学部　4号館　3階305号室隣�

総合研究棟2　　2階中央フロア�
工学部　本  館　4階404号室東横�

総合研究棟2　　2階中央フロア�
工学部　2号館　5階507号室斜め前�

工学部　1号館　1階玄関フロア�
工学部　3号館　1階玄関フロア�

工 学 部 電 子 掲 示 板�

工 学 部 　 　 掲 示 板�

機　械　工　学　科　掲示板�

電 気 電 子 工 学 科　掲示板�

環 境 建 設 工 学 科　掲示板�

機 能 材 料 工 学 科　掲示板�

情　報　工　学　科　掲示板�

応　用　化　学　科　掲示板�
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窓 口 配 置 図�



教　室　名� 階�

２１番講義室� ２　階�

２２番講義室� 〃�

２３番講義室� 〃�

２４番講義室� 〃�

２５番講義室� 〃�

３１番講義室� ３　階�

３２番講義室� 〃�

３３番講義室� 〃�

３４番講義室� 〃�

３５番講義室� 〃�

４１番講義室� ４　階�

４２番講義室� 〃�

４３番講義室� 〃�

パソコン室� 〃�

教　室　名�

２６番講義室�

２７番講義室�

２８番講義室�

階�

２　階�

〃�

〃�

教　室　名�

教　室　名�

１８番講義室�

１９番講義室�

階�

１５番講義室� ２　階�

階�

１　階�

２　階�

教　室　名�

１１番講義室�

階�

１　階�

講義棟� 本　館�

２号館�

４号館�

総合研究棟2

Ⅸ�教室はこちら！�
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教室一覧�
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工学部講義棟・教室配置図�



Ⅹ�教員はこちら！�
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機械工学科� 電気電子工学科�
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環境建設工学科� 機能材料工学科�

（平成23年4月現在）�
「工学部教職員居室配置検索システム」（工学
部本館１階フロアに設置）からも最新のもの
を検索できます。�
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応用化学科� 情報工学科�

（平成23年4月現在）�



★�さらに詳しく知るには…�
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WEBからの情報検索�
愛媛大学HP　在学生の方�
�

修学支援システム�
修学支援システムは携帯電話からも�
利用できます。�
携帯電話機能には，「休講情報」「補講情報」「時間
割変更情報」「教室変更情報」「講義連絡」「メッセ
ージ」「お知らせ」「落し物」「アンケート」のメニ
ューがあります。�
アドレスおよび，QRコードは次のとおりです。�
�

「学生生活の手引（キャンパスガイド）」�

入学時に配付されるこの冊子には…�
健康管理・課外活動・学内施設・奨学金・図書館・総合情報処理センターのこと等，�
学生生活全般について詳しく記載されています。�

http://www.ehime-u.ac.jp/to_student/index.html

https://campus.stu.ehime-u.ac.jp/Portal/

https://camaus1.stu.ehime-u.ac.jp/Mobileportal/




